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          令和４年４月１３日  校長 伊藤 公一  第 1 号 

「校長室だより」，初刊 

 「校長室便り」を発刊します。私も今年度が最後の校長職になります。校長の視点で，国や教育

委員会の教育制度や学校運営や学校生活等，この便りで記します。よろしければ学校便り同様，ご

愛読いただけるとありがたいと思います。よろしくお願いします。 

  

入学式 

４月８日（金），予定通り入学式を行いまし

た。コロナ渦で残念ながら，来賓の方々には

ご遠慮いただきましたが。佐伯ＰＴＡ会長の

ご臨席のもと行うことができ，１年生 34名が

入学しました。入学式の式辞では，次のよう

に述べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笑楽校共育 

4 年度の幸南小は，新たに 10 人の教職員を迎

え，41 名の教職員スタッフで出発しました。児

童数は，283 名で普通学級 11，特別支援学級 3

でのスタートです。1年生が 1 学級 34 名その他

の学年は 2 学級です。教職員一同，児童一同，

保護者の皆様，地域の皆様と共に力を合わせ，

「笑顔あふれる学校，楽しい学校，みんなと共

に成長する学校（笑学校共育）を創っていきた

いと思います。 

学校の桜も咲きました 

 

 昨年度，学校の駐車場ができました。その影

響で校庭にも新しい遊具が増えました。中でも

ブランコは大人気ですが，本校自慢のジャンボ

滑り台はもっと人気があります。皆さんも一度

滑ってみてください。（私も 1 度だけ滑りまし

た）満開に咲いた桜のもと，子どもたちは元気

に外遊びをしています。1 年生もおひさま広場

で元気に走り回っています。さて，校庭デビュ

ーはいつになるのか? 

一年生のみなさん、入学おめでとうござい
ます。小学校は、皆さんが、先生方やお友達
と一緒になって、お勉強をするところです。
今、皆さんの目は、きらきらととてもきれい
に輝いています。その輝く瞳で、先生やお友
達をよく見て、二つの耳でお話をよく聞い
て、みんな仲良く、今よりももっと賢く、た
くましい子になれるように頑張りましょう。
そして、先生やお友達を大好きになりましょ
う。 
次に、保護者の皆様にお祝いを申し上げま

す。お子様のご入学、誠におめでとうござい
ます。お子さんは、６カ年の小学校の生活を
スタートしたわけですが、今更申し上げるま
でもなく、小学校時代は、教科の学習はもち
ろん、人間としてよりよく生きるために、い
ろいろな友達と関わりながら、教え合った
り、助け合ったりしながら、大切なことを学
び身に付ける長い人生の根っこをつくる上
で、きわめて重要な時期です。学校といたし
ましても、お子さんの心豊かな成長を願い、
本校の教育目標である「心豊かにたくましく
生きる子ども」の育成を目指して、私たち教
職員一同、心を一つにして、精一杯、努力し
てまいる所存です。 
ここで一つ，保護者の皆様にお願いがあり

ます。「子どもの話をきちんと聴いてくださ
い」という言葉があります。子どもの話は、
とつとつとして、時にはもどかしさを感じる
かもしれませんが、お子さんには、情緒の安
定が大切です。お子さんの話す学校での出来
事を、顔を見ながら、笑顔でゆっくりと聴い
ていただけたらと思います。 

 


